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池田 卓夫

（フォルテピアノ）
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with

司会・お話

永峰 高志 デビュー50周年記念＆
CD発売記念

2026年

12/7🈷
 東京オペラシティ リサイタルホール  
（東京オペラシティビル B1F）
 交通：京王新線 初台駅より 徒歩3分

19：00開演
（18：30開場）

【マネジメント・お問い合わせ】 プロ アルテ ムジケ 　TEL：03―3943―6677　URL：https://www.proarte.jp

【チケット】
入場料金：一般 ¥5,500　学生 ¥3,000（全席自由）

東京オペラシティチケットセンター　03-5353-9999（10:00～ 18:00/月曜休）
チケットぴあ　https://t.pia.jp/ [Pコード 337-321]
PRO ARTEKET プロアルテケト　https://teket.jp/98/77995
プロ アルテ ムジケ　03-3943-6677 www.proarte.jp 

【使用楽器】
ヴァイオリン：ストラディヴァリウス 「ヨアヒム」1723年製
フォルテピアノ：�アントン・ヴァルター 1795年製 

モデル/ウルバーノ・ペトロゼッリ2012年制作

●プログラム

モーツァルト 
ヴァイオリン・ソナタ ト長調 KV379 
ヴァイオリン・ソナタ ホ短調 KV304
ベートーヴェン 
ヴァイオリン・ソナタ第 5 番 へ長調「春」Op.24
※曲目は変更される場合がございます
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東京藝術大学卒業後 NHK 交響楽団に入団。第１ヴァイオリン次席奏者、第 2 ヴァイオリン首席奏者として活躍する。
2012 年 NHK 交響楽団より同団への功績が認められ第 32 回有馬賞を授与される。2015 年同団を退団する。
現在、オーケストラとの共演でソリストとして、またウォルフガング・サヴァリッシュ、ペーター・シュミードル、ヴェンツェ
ル・フックス各氏との共演等で室内楽奏者としても活躍している。コンサートマスターとしても、新日本フィル、仙台フィ
ル、山形交響楽団、Ｎ響メンバーによる室内合奏団等に客演し楽団員から高い評価と信頼を得ている。
最近は指揮者としても、新日フィル、シュトゥットガルト室内管弦楽団、仙台フィル、アンサンブル神戸、Ｎ響団友オーケ
ストラ、Ｎ響メンバーによる室内合奏団等の指揮をし、活動の場を広げている。
なかでも仙台フィル＆小曽根真氏との共演で演奏されたガーシュイン作曲「ラプソディー・イン・ブルー」、シュトゥット
ガルト室内管弦楽団との芥川也寸志作曲「弦楽のための三楽章」、新日フィルとのチャイコフスキー作曲「交響曲第５番」、
ブルックナー作曲「交響曲第４番・ロマンティック」の演奏は非常に高い評価を得た。
演奏会によっては、実際にオーケストラで音を出しながら楽曲解説をすることもあり、普段あまりクラシックのコンサート
に来たことがない多くのお客様からも「分かりやすい解説で、安心して曲を楽しめた。」等、好評を得ている。
また多数のアマチュアオーケストラの指揮、指導にも携わり各団体のレベルアップに大いに貢献している。
近年は、数々の音楽セミナーの講師に招かれ実際に指揮をしながら合奏の指導をし、長年 N 響で培った経験をもとにアン
サンブルのコツなどを伝授している。
これまで国立音楽大学教授、洗足学園音楽大学客員教授、東京藝術大学非常勤講師として後進の指導にも当たり、その
指導はヴァイオリン奏法だけにとどまらず、オーケストラスタディ、オーケストラ奏法にまで及び、門下からはミュンヘン
フィル、フランクフルト放送響、NHK 交響楽団、東京都交響楽団、読売日本交響楽団、新日フィルをはじめ国内外のオー
ケストラのオーディションに数多くの合格者を輩出している。
2010 年より岩手県久慈市文化会館（アンバーホール）の芸術監督も務め、数々の公演をプロデュースし成功を収めている。
イカール国際音楽祭＆ミュージックキャンプの音楽監督も務めている。
2020 年マイスター・ミュージックより「ロマンス」をハイレゾ配信、CD、アナログレコードの 3 種類のメディアで同時リリー
スし、新聞、音楽誌、オーディオ誌など数多く取り上げられ注目を集める。
今回 6 年ぶりに CD を同じくマイスター・ミュージックよりリリースした。その CD はフォルテピアノ（演奏：久元祐子氏）
との共演でモーツァルトやベートーヴェンの名曲が収められ、その新しい解釈が多方面より注目されている。
使用楽器は国立音楽大学より貸与されているストラディヴァリウス 1723 年製「ヨアヒム」

今後も N 響で巨匠から受けた薫陶、そのサウンドを再現し、後世に伝えることを使命と感じている。

永峰 高志（ヴァイオリン）
Takashi Nagamine, Violin
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ウィーン放送交響楽団、ハイドン・フィルハーモニー、ラトヴィア国立交響楽団、ウィーン・サロン・オーケストラ、ベルリン・
カルテット、読売日本交響楽団、新日本フィルハーモニー交響楽団、東京フィルハーモニー交響楽団、神奈川フィルハー
モニー管弦楽団、神戸市室内管弦楽団など内外のオーケストラや合奏団と多数共演。知性と感性、繊細さとダイナミズム
を兼ね備えたピアニストとして高い評価を受ける。
2011 年ウィーンでのリサイタルは、オーストリアのピアノ専門誌の表紙を飾りベーゼンドルファー・アーティストの称号を
授与される。2014 年よりイタリア国際モーツァルト音楽祭に度々招かれリサイタルを開催。2018 年オーストリア大使館に
於いて日本オーストリア友好 150 周年記念演奏会に出演。大阪・万博 2025 オープニング・セレモニーにおいてベーゼン
ドルファー「神奈川沖浪裏 / The Great Wave off Kanagawa （万博限定モデル）」のお披露目演奏を行い、オーストリア・
ナショナルデーには、ファン・デア・ベレン　オーストリア連邦大統領ご臨席のもと御前演奏。2016 年～ 22 年にかけてモー
ツァルト・ピアノソナタ全曲演奏会を開催。ベーゼンドルファー創設者イグナーツ・ベーゼンドルファー製作（1829 年製）
のピアノ、ブロードウッド（1810 年頃製）、プレイエル（1843 年製）など 19 世紀オリジナル楽器を愛用。それら歴史的ピ
アノの演奏会や録音にも数多く取り組む。
また音楽を多面的に捉えることを目指したレクチャー・リサイタルは朝日新聞・天声人語にも紹介される。「優雅なるモー
ツァルト」（毎日新聞 CD 特薦盤、レコード芸術特選盤）など CD18 作をリリースし、「ベートーヴェン：テレーゼ、ワルト
シュタイン」はグラモフォン誌上「どこからどう考えても最高のベートーヴェン」など絶賛される。
東京藝術大学卒業、同大学院修了。園田高弘賞、毎日21世紀賞などを受賞。『モーツァルトのピアノ音楽研究』（音楽之友社）、

「作曲家が愛したピアノからアプローチする演奏法 ベートーヴェン」（学研プラス） など著書多数。
ベーゼンドルファー・アーティスト、PTNA （一般社団法人全日本ピアノ指導者協会） 評議員、日本ラトビア音楽協会理事、
一般財団法人辻文化財団理事、国立音楽大学及び大学院特任教授。

久元祐子 ウェブサイト　https://www.yuko-hisamoto.jp/ 

久元 祐子（フォルテピアノ）
Yuko Hisamoto, Fortepiano

音楽ジャーナリスト＠いけたく本舗 ®︎ 1981 年に早稲田大学政治経済学部を卒業、日本経済新聞社へ記者として入社。フランクフルト支局長、音楽担当の編
集委員などを歴任した。2018 年退社後は「いけたく本舗」の登録商標でフリーランス。執筆のほかコンサートやオペラ、ディスクのプロデュース、ＭＣ（司
会）、通訳・翻訳、コンクール審査なども手がける。著書に「天国からの演奏家たち」（青林堂） https://www.iketakuhonpo.com

池田卓夫（司会・お話）

Profile


